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本コンテンツの内容

0. インポート/エクスポートファイルの編集の流れ
1. エクスポートファイルの読み込み方法
2.  (補足) 1.の方法で書式が日付になる場合
3. インポートファイルの書き出し方法
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0. インポート/エクスポートファイルの編集の流れ
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①NITE-Gmiccsに
登録したデータを
csvファイルでエクスポート

②csvファイルを
Excelで読み込み

③Excelで編集後、
csvファイルとして保存

④csvファイルを
NITE-Gmiccsにインポート

Excel

１．エクスポートファイルの読み込み方法（p.4, 5）
２． (補足) 1.の方法で書式が日付になる場合（p.6, 7)

３．インポートファイルの
書き出し方法（p.8, 9）



①Microsoft Excelを起動し、【データ】タブを選択し、
   【テキストまたはCSVから】ボタンを押下します。

１．エクスポートファイルの読み込み方法
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１．エクスポートファイルの読み込み方法

②NITE-Gmiccsからエクスポートしたファイルを選択し、
【インポート(M)】ボタンを押下します。
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選択



③【元ファイル】《日本語（シフトJIS）》、
【区切り記号】《コンマ》をそれぞれ選択し、【読み込み】ボタンを押下します。
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１．エクスポートファイルの読み込み方法



④下図のようにExcelで開くので、この状態で編集を行います。
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１．エクスポートファイルの読み込み方法



※①、②までは同じです。
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③【元のファイル】を《日本語（シフトJIS）》、
【区切り記号】を《コンマ》で読み込んでもCAS登録番号が日付になっている場合、

   【データ型検出】を《データ型を検出しない》に変更してください。

２． (補足) 1.の方法で書式が日付になる場合



④1行目にColumn1…が
入っていたら、テーブルデザ
インの 見出し行のチェック
を外してください。
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２． (補足) 1.の方法で書式が日付になる場合

④（続き）1行目のColumn1…が消えますので、
1行目を列ごと削除しますと、通常のExcel操作で編集を行うことができます。



３．インポートファイルの書き出し方法
①編集後、【ファイル】タブを選択します。

10



３．インポートファイルの書き出し方法
②【名前を付けて保存】を選択し、【参照】ボタンを押下します。
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３．インポートファイルの書き出し方法

③【ファイルの種類（T）】の項目から、【CVS(コンマ区切り)(*.csv)】を選択します。

12



３．インポートファイルの書き出し方法
④【保存(S)】ボタンを押下し完了です。
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